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平素は格別のお引き立てを賜り厚く御礼申し上げます。 

このたび、3月 31日にて経過措置期間が満了になりましたが、アミノフィリン静注 2.5％「ミタ」の電子化された添

付文書（以下、電子添文）の「使用上の注意」の記載内容を改訂しましたのでお知らせ申し上げます。 
 

 

１．改訂内容（下線部＿＿追記箇所、下線部  削除箇所） 

改 訂 後 改 訂 前 

7.用法及び用量に関連する注意 
〈気管支喘息〉 

7.1 小児に投与する場合の投与量、投与方法等については、学会のガ

イドライン等、最新の情報を参考に投与すること。［9.7.1参照］ 

〈参考：日本小児アレルギー学会：小児気管支喘息治療・管理ガイ

ドライン 1)〉 

7.1.1 喘息の急性増悪（発作）時のアミノフィリン投与量の目安 

 

投与量 

初期投与量（mg/kg） 
維持量（mg/kg/

時） 

あらかじめ経口投与さ

れていない場合 

4～5mg/kgを 30分以上かけ

て点滴静注 0.6～0.8mg/kg/

時 あらかじめ経口投与さ

れている場合 

3～4mg/kgを 30分以上かけ

て点滴静注 

・初期投与量は、250mgを上限とする 

・肥満がある場合、投与量は標準体重で計算する 

7.用法及び用量に関連する注意 
7.1 本剤を小児の気管支喘息に投与する場合の投与量、投与方法等に

ついては、学会のガイドライン等、最新の情報を参考とすること。

［9.7.1参照］ 

〈参考：日本小児アレルギー学会：小児気管支喘息治療・管理ガイ

ドライン 2017〉 

7.1.1 喘息の急性増悪（発作）時のアミノフィリン投与量の目安 

 

投与量 

初期投与量（mg/kg） 
維持量（mg/kg/

時） 

あらかじめ経口投与さ

れていない場合 

4～5mg/kgを 30分以上かけ

て点滴静注 0.6～0.8mg/kg/

時 あらかじめ経口投与さ

れている場合 

3～4mg/kgを 30分以上かけ

て点滴静注 

・初期投与量は、250mgを上限とする 

・肥満がある場合、投与量は標準体重で計算する 
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２．改訂理由 
日本小児アレルギー学会の「小児気管支喘息治療・管理ガイドライン」改訂に伴い、「用法及び用量に関連する注意」の項

を記載整備いたしました。 
 

 

 

 

◇裏面もご覧ください 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 改訂内容につきましては、日本製薬団体連合会発行の｢DRUG SAFETY UPDATE 医薬品安全対策情報｣に掲載の予定です。 
● 最新の電子添文は、下記ホームページでご参照くださるようお願いいたします。 

PMDAホームページ 
https://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuSearch/ 

  

● 「添文ナビⓇ」を用い、下記 GS1コードを読み取ることで最新の電子添文等が閲覧できます。 

アミノフィリン静注 2.5％「ミタ」 
  

 
 

 


